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 創意工夫を活かした経営で
水田農業の持続的発展を目指す
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編集後記
　「島根の水田農業展開モデル事例集」については、長雨寡日照が続き、平成２６年産米
の概算金が大幅に引き下げられるという、調査開始時には想定し得なかった厳しい状況
にも関わらず、生産者の皆様を始め、関係機関の御理解、御協力により、まとめることがで
きました。
　米の消費減少が止まらない等、稲作経営を巡る情勢は厳しいですが、今後の収入維
持・向上、生産コストの削減対策等にどのように取り組むべきかという点で、農地集積と
基盤整備との一体的推進、売り先を見据えた商品づくり、水田の高度利用、複数集落の連
携等々、現場での御苦労を含む、工夫や経営・技術のポイント等の一端を紹介させていた
だくことができましたことに、深く感謝申し上げます。　
　関係者の皆様には、このモデル事例集を参考に、地域で議論を深めていただき、実践
活動に活かしていただければ幸いです。

島根の水田農業展開モデル事例集
平成２６年１０月

発　行　島根県農林水産部農林水産総務課
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女性の参画

パンの加工技術・経営意識の習得
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国の農政改革の概要（平成26年度）

名　称 地域集積協力金(新) 経営転換協力金(継続) 耕作者集積協力金(充実)

内　　容
地域内の全農地のうち機構への貸
付割合に応じて、地域に支援

機構に貸し付ける面積に応じて、
経営転換やリタイアする者を支援

機構の借受農地に隣接する農地を
機構に貸し付ける者を支援

交付単価

２割～５割 2.0万円／10ａ 　　～0.5ha 30万円／戸

２万円／10ａ５割～８割 2.8万円／10ａ 0.5ha～２ha 50万円／戸

８割～　　 3.6万円／10ａ ２ha～　　　 70万円／戸

農地の出し手に対する支援(機構集積協力金【国費】)

出典（農林水産省：パンフレットより抜粋）

①　地域内の分散し錯綜した農地利用を整理し担い手ごとに集約化する必要がある場合や、耕
作放棄地等について、農地中間管理機構が借り受け

②　農地中間管理機構は、必要な場合には、基盤整備等の条件整備を行い、担い手（法人経
営・大規模家族経営・集落営農・企業）がまとまりのある形で農地を利用できるよう配慮し
て、貸付け

③　農地中間管理機構は、当該農地について農地としての管理

④　農地中間管理機構は、その業務の一部を市町村等に委託し、農地中間管理機構を中心とす
る関係者の総力で農地集積・耕作放棄地解消を推進



支払いについては、数量払を基本とし、面積払（営農継続支払）をその内金として支払います。

26年産は、予算措置により引き続き全ての販売農家、集落営農を対象に実施します。
※27年産からは、法整備を経て、認定農業者、集落営農、認定就農者を対象に実施する予定です（いずれも規模要件は課しません）。

全算入生産費をベースに算定した「標準的な生産費」と「標準的な販売価格」との差額分を単位数量当
たりの単価で直接交付します。また、品質に応じて単価を設定します。
※営農継続支払を受けた方には、その交付額を控除して支払います。

麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ば
れいしょ、そば、なたねの当年産の
出荷・販売数量

麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ、そば、なたねの生産面積
　26年産は、従前どおり前年産の生産面積（前年産の生産数量を都道
府県別の前年産の実単収で割り戻した面積）に基づき支払います。
　27年産からは、当年産の作付面積に基づき支払う予定です。

２．０万円／１０a（そばについては1.3万円/10a）
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【ゲタ対策】

【ナラシ対策】

（島根県農業技術センター経営調査より試算）

出典（農林水産省：パンフレットより抜粋）

米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ

認定農業者・集落営農のうち一定規模以上の者
都府県　４ha、北海道　10ha、
集落営農20ha以上等、市町村特認あり

※27年産からは、法整備を経て、認定農業者、集落営農、認定就農者を対象に実施する予定です（いずれも規模要件は課しません）。

　当年産の販売収入の合計が、標準的収入を下回った場合に、その差額の９割を、国からの交付金と農業者が積み立てた積
立金で補塡します。国からの交付金は、農業者が積み立てた積立金の３倍の額が上限です。
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水路のひび割れ補修

水路の泥上げ

植栽活動

未舗装農道の舗装（アスファルト）

《農地維持支払》
＜実施主体：農業者等＞
＜単価：（田）3,000円/10ａ、（畑）2,000円/10ａ＞
 ・基礎的保全活動（農地保全管理、水路の泥上げ等）
 ・地域資源の適切な保全管理のための推進活動
（保全管理構想の作成等）

《資源向上支払（共同活動）》
＜実施主体：活動組織（農業者+非農業者）＞
＜単価：（田）2,400円/10ａ、（畑）1,440円/10ａ＞
 ・資源の質的向上を図る共同活動（施設の軽微な補修、農村環境保全活動）
 ・多面的機能の増進を図る活動（防災・減災力の強化）

多面的機能支払　《単価》　最大9,200円/10ａ

《資源向上支払（長寿命化）》
＜実施主体：活動組織（農業者+非農業者）＞
＜単価：（田）4,400円/10ａ、（畑）2,000円/10ａ＞
 ・施設の長寿命化のための活動（水路の改修・更新等）

出典（農林水産省：パンフレットより抜粋）

農地法面の草刈り



54
,0
00

54
,0
00

49
,8
80

49
,8
80

(
)
25
0,
00
0
0

(
)
40
,0
00

40
,0
00

3,
00
0

3,
00
0

37
8,
72
0
37
8,
72
0

+6
9,
84
0

1,
45
4,
75
0
48
2,
30
3

+1
,1
40

ha

24
,0
59

24
,0
59

-1
71

58
2
58
2

+5

15
2,
13
4
0

+1
48
,1
34

67
,0
00

67
,0
00

59
1,
09
2
13
1,
89
8

+4
56
,1
68

94
,0
38

0
+5
9,
51
8

－6－



0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000

田
畑

H24H23H22H17H12H7H2

11,00011,000 9,8409,840 8,4808,480 7,8307,830 7,5607,560 7,6307,630 7,5807,580
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（ha）
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◆耕地面積の推移

◆耕作放棄地面積の推移

◆主要作物の作付面積の推移

資料：耕地面積調査統計（農林水産省）

資料：荒廃地の発生・解消状況に関する調査（農林水産省）

資料：農林水産統計年報
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1,4401,440557557

2,0572,057 3,5603,560 2,6602,660 1,2431,243
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1,9501,950252252
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4545
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433433

3,5833,583 2,4702,470 4,5504,550 4,5204,520 3,2443,244

島根の水田農業の現状
耕作面積は緩やかに減少
耕作放棄地面積は解消対策等により近年減少傾向

米の需給調整の拡大により水稲作付面積は減少傾向にある一方、その他の品目（野菜等）も
伸びていない状況
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◆飼料用米等の作付面積の推移

◆不作付田の面積推移

資料：水稲共済データ （島根県農業共済組合連合会）

資料：水稲共済データ （島根県農業共済組合連合会）
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近年、飼料用米、WCS、加工用米については増加傾向にあるものの、不作付田の減少まで
には至っていない状況
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◆農業産出額の推移

◆農業就業者の推移

資料：農林水産統計年報

資料：農林業センサス

米の価格低下・需給調整の拡大が農業産出額の減少に大きく影響

農業就業人口の減少、高齢化が進み、深刻な担い手不足の状況が続く
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◆農業就業者の推移

兼業農家の減少が加速化し、集落内部人材が枯渇の危機
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◆農業生産法人の推移
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○島根県では、全国に先駆け集落営農組織の
育成や農業へ参入する企業への支援を実施
してきた結果、その組織数は全国でもトッ
プレベル

○これらの担い手だけで全ての地域をカバー
することは困難であり、農業・農村を支え
る多様な担い手の育成が課題

○また、今後、米価の下落への影響を緩和す
るための経営多角化等への対応も必要

資料：農林業センサス

資料：島根県農業経営課調べ
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　③ 集落営農組織の広域連携による地域農業の振興モデル
　④ 実需者と結びついた地域ぐるみの「売れる米づくり」（付加価値型）モデル
　⑤ 地域型コントラクター組織によるWCS用稲の耕畜連携モデル
　⑥ 複数集落にわたる広域営農サポートと「売れる米づくり」モデル
　⑦ 地域ぐるみの農地・環境保全活動と経営多角化による雇用創出モデル
　⑧ 転作田における作業の外部委託化による収益性が高い野菜経営モデル
　⑨ 中山間地域の転作田を活用した露地野菜等の周年経営モデル
　
４ 水田農業展開モデルを参考とする経営強化のイメージ

参考資料編

水田農業展開モデルの確立に向けた支援事業等
（平成26年4月1日現在）

国の農政改革の概要（平成26年度）

国の「農政改革」の枠組みに対応する県予算の概要（平成26年度）

島根の水田農業の現状

経営の多角化を図る上で参考となる主な園芸品目の労働生産性等の
収益性指標
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編集後記
　「島根の水田農業展開モデル事例集」については、長雨寡日照が続き、平成２６年産米
の概算金が大幅に引き下げられるという、調査開始時には想定し得なかった厳しい状況
にも関わらず、生産者の皆様を始め、関係機関の御理解、御協力により、まとめることがで
きました。
　米の消費減少が止まらない等、稲作経営を巡る情勢は厳しいですが、今後の収入維
持・向上、生産コストの削減対策等にどのように取り組むべきかという点で、農地集積と
基盤整備との一体的推進、売り先を見据えた商品づくり、水田の高度利用、複数集落の連
携等々、現場での御苦労を含む、工夫や経営・技術のポイント等の一端を紹介させていた
だくことができましたことに、深く感謝申し上げます。　
　関係者の皆様には、このモデル事例集を参考に、地域で議論を深めていただき、実践
活動に活かしていただければ幸いです。

島根の水田農業展開モデル事例集
平成２６年１０月
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島根県農林水産部

 創意工夫を活かした経営で
水田農業の持続的発展を目指す


